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１）野生型 C57BL/6J マウスおよび TRPV1-KO マウスの右足底にカラゲナンを皮下注射す
ることで炎症性疼痛過敏モデル動物を作出し、以下の実験に用いた。 





４）カプサゼピンをカラゲナン投与の 30 分前（事前投与）または 2 時間後（事後投与）に末
梢投与し、機械性疼痛過敏に対する緩和効果を von Frey test にて評価した。対照としてカ
プサイシン（作動薬）をカラゲナン投与の 2 時間後に末梢投与し、同様の方法で評価した。 







































【方法】機械性疼痛過敏は von Frey テストによって同側と対側について評価した。TRPV1 選択
的拮抗薬であるカプサゼピンの温熱性疼痛過敏緩和効果をホットプレートテストにて評価し
た。カプサゼピンをカラゲナン投与の 30 分前または 2 時間後に末梢投与し機械性疼痛過敏に対
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